
８月２６日(木)～８月２７日(金)，倉敷市児島由加にある少年自然の家で倉敷イング

リッシュキャンプ２００４を開催しました。今年は第１６回であり，市内に住んでいる又

は市内学校に通っている中高生が１７４名参加し，１泊２日のキャンプでゲームやス

ポーツ，音楽などを通して様々な場面で生きた英語を楽しみました。 

 

 
 

倉敷市国際交流協会（KIA） ２００４年１１月 第１１号 

Tierra テ ィ エ ラ テ ィ エ ラ 

※Tierra（ティエラ）とはスペイン語で「地球」「大地」「故郷」の意 

１日目，開会式を終わってか

ら，生徒たちはすぐに色別グ

ループに分かれて活動を始め

ました。今回は，１７種のクラ

スがあり，生徒たちは事前に

選択した 3 つのクラスを受講し

ました。夜には，メキシコ料理

の夕食を食べてからディスコ

やカーニバルで交流を深めま

した。 
 
２日目は朝早く起きて英語の

かけ声で体操をし，朝食を食

べてからアラウンド･ザ･タウン

(英語の町)を楽しみながら新し

い友達と交流しました。 
 
この事業は中高生に生きた

英語を勉強してもらうため，毎

年夏休みに市内のＡＥＴ（英語

指導助手）と中学校・高校の

英語教諭が実行委員会を構

成し，実施しているものです。

４月から準備のため，一生懸

命頑張ってきた実行委員は，

各種のプログラムを楽しんで

いる生徒たちの姿を見て大喜

びでした。 

 

今年のＴシャツロゴマーク 

 

開会式の様子 

ギタークラスを楽しんでいる 

盛り上がっているディスコ 

 

アラウンド･ｻﾞ･タウンの一部 

１. ヨガ 
２. ドラマ 
３. デジタル写真 
４. ネットボール 
５. フリズビー 
６. ＤＪワークショップ 
７. ブルースギターの基礎 
８. オリジナル名札作成 
９. 旗取り戦 

１０. ポスター作り 
１１. オリジナルＴ 
１２. 結び目の基本 
１３. カリプソ踊り 
１４. クール･カラオケ 
１５. グラウンド･ゴルフ 
１６. クリケット 
１７. サルサ踊り 



 

 

 ７月１９日（月）～８月４日（水）に姉妹都市カンザスシティ

市（アメリカ合衆国）へ青少年生活体験団を派遣しました。

今年は高校生の団員７名，団長１名のあわせて８名がカン

ザスを訪問し，ホームステイをしながら中部日米協会のプ

ログラムによる市内施設見学や，総領事邸でのパーティー

など，様々なアメリカの生活を体験してきました。中でも人

気だったのはキヴェラ湖でのバーベキュー。美しい景色の

中，たくさんの人との会話で盛り上がり，交流を深めまし

た。 
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７月２０日（火）～８月５日（木）に，姉妹都市クライストチ

ャーチ市（ニュージーランド国）へ，１０名の青少年生活体

験団（９名の中学生と団長１名）を派遣しました。この体験

団の大きな特徴は，学校通学がプログラムされていること

です。団員は５つの学校に分かれて通学し，クライストチャ

ーチでの学校生活を体験しました。また，現地は冬で，ス

キーなども体験することができ，たくさんの楽しい思い出

や，すばらしい出会いを胸に刻み，倉敷に帰りました。 
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 ７月２０日（火）～８月８日（日）に，姉妹都市カンザスシティ

市から，３名の学生親善使節が来倉しました。 

３名は，ホームスティをしながら，日本に対する理解を深

め，漁船に乗っての瀬戸大橋見学，ＪＦＥ西日本製鉄所見

学，玉島だるまづくりなどを経験しました。 倉敷市のほか，

広島，宮島，京都も訪れ，日本の伝統的建築物に興味深く

見入っていました。 
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 ９月１８日（土）～１０月２日（土）に，姉妹都市クライストチャ

ーチ市から，１６名の学生親善使節（学生１４名・団長２名）が来

倉しました。 

滞在中，ホームスティをしながら，８つの中学校に分かれて通

学し，ホストファミリーだけでなく，日本の小・中・高校生と交流

したり，三菱自動車の工場や広島平和公園･平和資料館，宮

島，瀬戸大橋などを見学したり，和菓子づくりや和太鼓などを

体験しました。 

 
市

長

表

敬

訪

問

の
様



 

 

グローバル・コミュニティ・イン・イングリッシュ（毎月 1 度・第

4 木曜日 18:30～20:00 於倉敷市文化交流会館 3 階）に出席

させていただいている者の 1 人として感想をひと言。 

参加希望者の申し込み多数による定員オーバーで，クラス

運営に工夫（例えば，2 クラスに分けるとか，後日に別のクラ

スを持つとか）の必要を感じつつも，様々な人々の意見との出

合いをうれしく思い，勉強させていただいています。そして，学

びながら考えさせられていることの 1 つに，国際理解とは何ぞ

や！ということです。今思っていることは（間違っていれば，教

えて下さいね），そもそも国際理解とはお互いの文化（考え

方・生活様式・歴史・言語等々）の相違を認め合い，尊重しつ

つ受容し合い，協調しながら愛し合い，仕え合い，その目指す

ところは多様性の共存による平和な共同体建設と認識してい

ます。しかしながら，グローバリゼーションという視点に立て

ば，古い文化と新しい文化の異文化双方のぶつかり合いや，

古い価値観と新しい価値観の衝突によって，新しい価値観が

生じるのであって，避けて通れないプロセスで仕方のないもの

かもしれませんが，基本的には共存共栄を軸に，安定した平

和を形成する共同体が望ましいと考えます。 

今 1 つは，英語スピーチ・パフォーマンスに於ける基本の欠

如，すなわち発音・イントネーション等がもっと上達すれば，更

に豊かな，素晴らしいものになるのではと思います。これは私

自身の能力の低さゆえに特に感じている点なのですが……。 

そこで，次世代の方々のレベルアップのために有効と思わ

れる提案ですが，市長杯ジュニア英語スピーチコンテスト導入

はいかがでしょうか。「鉄は熱いうちに打て」の格言のごとく，

若者を対象に，特に中学生・高校生のために，英語スピーチ

コンテストを開催する。審査員は AET の諸先生方に依頼し，

自由なテーマでスピーチをしていただき，その内容・発音・イン

トネーション等々，英語スピーチの基本を中心に採点していた

だき，予選を経て，本選で上位 3 名・3 チームに賞状・記念品

を授与し，その努力を称える。コンテストが軌道に乗り，希望

があれば参加層を広げ，小学生の部，一般の部と幅を広げ

ればよい。 

そして，討論を得意としている人のためには，討論会（ディ

ベイトコンテスト）を設けてはいかがでしょう。個人戦・団体戦

別に，これも予選・本選で競わせる。 

そして，3 つ目の部門は，単語の語彙を増やす目的のため

ですが，スクラブル・ゲームの導入はいかがでしょうか。これ

も，個人戦・団体戦別に競わせ，予選を経て，本選に勝ち進

んだ上位 3 名・3 チームに賞状・記念品を授与し，その努力を

称える。 

各学校での生徒達の日頃の学びや，英語研究部の活動に

よる日頃の努力，あるいは各家庭での日頃の英語に対する

学ぶ努力が求められるのでありましょうし，外国語学習のレベ

ルアップに繋がるでありましょう。 

 

市長杯ジュニア英語スピーチコンテスト導入はいかがでしょう？ 

会員 長田 新 

 

８月１６日（月）～８月２５日（水）に，姉妹都

市クライストチャーチ市（ニュージーランド国）

で５年ぶりに開催されたジャパンフェスティバ

ルに倉敷市から生け花の団体が招かれ，１０

名が参加しました。 

現地では展示会やデモンストレーションを

行い，多くの観客を魅了しました。この模様

は，地元のテレビでも紹介されました。 



 
 
 

投稿募集中です！ 
Tierra（倉敷市国際交流協会協会紙）に載せ

る記事を募集しています。海外旅行紀行，海外

留学体験，外国料理の店の紹介，ホームスティ

の受入体験，留学生の紹介，青年海外協力隊の

体験，協会への御意見等，皆様からの投稿をス

タッフ一同，首を長くしてお待ちしています。 

速報！倉敷国際ふれあい広場’04   
１０月１０日(日)に大人気の倉敷ふれあい

広場’０４を行いました。今年，台風の虞があ

りましたが天気が良くなり，爽やかな秋の空

の下，盛大に開催されました。実行委員会は

屋台や，フリーマーケット，舞台などの豊富

なプログラムを提供しました。次のティエラ

にもっと詳しく載せます! 

国際文化フォーラム 2004 倉敷 
21 世紀の「環境文化」を考える 

～日本と世界のパートナーシップ～ 
日 時   ：11 月 8日(月)14:00～16:00 

場 所   ：倉敷市芸文館アイシアター 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：小西 正樹･村本 茂樹・北野 大・和泉 雅子 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：城ヶ崎 祐子 

定 員   ：200 名／参加費：無料/要事前申込 

 

～ｸﾞﾛﾊﾞｰﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｲﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ～ 
英語によるテーマ別ディスカッション 

日 時   ：11/25(木)，12/16(木)，1/27(木)，2/24(木); 

18:30 ～ 20:00 （ 各 回 事 前 申 込 が 必 要 ：

11/25:11/8 から，12/16:12/6 から，1/27:1/11

から，2/24:2/7 から受付） 

場 所   ：倉敷市文化交流会館 3 階 

講 師   ：在住外国人 

定 員   ：各回 20 名 

参加費：300 円（但し，協会会員は無料） 

～談天説地～ 
中国語によるテーマ別ディスカッション 
日 時   ：11/17(水), 1/26(水),2/23(水); 

18:30～20:00（各回とも事前申込が必要） 

場 所   ：倉敷市文化交流会館 3 階 

講 師   ：姜艶(倉敷市国際交流員) 

定 員   ：各回 15 名 

参加費：300 円（但し，協会会員は無料） 

【発行者】倉敷市国際交流協会事務局 

〒７１０－８５６５ 倉敷市西中新田６４０ 倉敷市役所市長公室国際課内 
Tel: ０８６－４２６－３０１５ Fax: ０８６－４２７－５４００ 
E-mail: intntnl@city.kurashiki.okayama.jp 
ホームページ：www.city.kurashiki.okayama.jp/kurakoku/index.htm 

 

 

国際課のホームページを更新しました！ 

 

協会が実施している

各種事業や講座，ホスト

ファミリーの募集など，

ホットな話題や情報を

いちはやく皆様にお届

けしています！ 




